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緑の地球新聞

尾
瀬
の「
保
護
と
利
用
の
好
循
環
」は

果
た
せ
る
の
か

―
２
０
２
６
年
に
向
け
た
利
用
行
動
計
画
が
公
表
さ
れ
る
―

尾
瀬
湿
地
の
保
全
は
、「
緑
の
地
球
防
衛
基
金
」
の
活
動
の
原
点
で
す
。
し
か
し
、

国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
多
大
な
る
影
響
で
、
尾
瀬
の
環
境
は
危
機
的
状
況
に

あ
り
ま
す
。
特
に
近
年
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
当
て
に
し
て
全
国
の
国
立
公
園
で
利

用
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
自
然
破
壊
に
対
す
る
危
機
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、環
境
省
や
県
等
で
作
る
「
尾
瀬
国
立
公
園
利
用
検
討
小
委
員
会
」

が
、
尾
瀬
国
立
公
園
の
利
用
促
進
と
魅
力
向
上
を
視
野
に
、
２
０
２
６
年
に
向
け
た

利
用
行
動
計
画
を
策
定
・
公
表
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
こ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

１
． 

利
用
検
討
小
委
員
会
の
構
成
―  

保
護
す
る
側
の
委
員
は
無
し

「
尾
瀬
国
立
公
園
利
用
検
討
小
委
員

会
」
は
、
環
境
省
関
東
地
方
環
境
事
務
所

国
立
公
園
課
長
を
ヘ
ッ
ド
に
、
委
員
19
名

は
行
政
と
観
光
業
者
側
の
み
で
構
成
さ

れ
、
尾
瀬
学
術
調
査
な
ど
の
生
態
学
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
側
の
委
員
は
一
人
も
お
ら

ず
、
こ
の
委
員
会
が
何
を
目
指
し
て
い
る

か
、
正
に
象
徴
し
て
い
ま
す
。
計
画
書
の

主
な
項
目
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

計
画
書
の
内
容
は
２
０
２
６
年
に
向
け

た
計
画
で
あ
る
と
と
も
に
、
実
際
に
は
２

年
前
か
ら
各
業
者
は
「
利
用
促
進
と
魅
力

向
上
」
策
と
称
し
て
自
由
な
試
行
が
既
に

実
施
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
大
幅
な
料
金
値
上
げ
も
既
に
先
行
さ

れ
、
前
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
の
全
体

消
費
金
額
（
９
億
３
，
０
０
０
万
円
）
か

ら
見
る
と
、
２
０
２
３
年
度
は
前
年
比

74
％
の
大
幅
増
収
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
． 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
①

　
　

 

鳩
待
山
荘
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

 

（
休
憩
所
の
全
面
新
築
）

現
在
鳩
待
峠
は
、
新
鳩
待
山
荘
と
新
休

憩
所
の
新
築
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
（
２
０
２
４

年
６
月
撮
影
）。
建
築
主
は
東
京
パ

ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
尾
瀬
林
業
事
業
所
。

２
０
２
３
年
５
月
に
山
小
屋
解
体
作
業
か

ら
始
ま
り
、
４
台
の
大
型
重
機
を
用
い
た

基
礎
工
事
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
む

基
盤
補
強
工
事
を
行
っ
て
い
ま
し
た
（
そ

の
騒
音
は
耐
え
難
い
も
の
で
し
た
）。

設定された数値目標（2026年）
主な項目 2022年度（実績） 2023年度（実績） 2026年度（目標）

尾瀬関係全体の
消費額 9億3,000万円 16億2,000万円 23億4,000万円

入山者数 15万4,000 人 16万3,000人 20万人

宿泊者数 5万人 5万6,000人 6万7,000人

宿泊者１人当たり
消費額 10,455円 14,087円 17,000円

鳩待峠のリゾート化
（右　宿泊棟建設）

（左　売店、食事処）
（2024 年 6月撮影）
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新
鳩
待
山
荘
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

『
２
０
２
５
年
オ
ー
プ
ン
』『
全
室
洋
室
、

多
様
な
ス
タ
イ
ル
を
実
現　

個
室
を
配
置

（
２
名
部
屋
７
室
、
４
名
部
屋
３
室
、
ド

ミ
ト
リ
ー
（
12
名
室
）
配
置
）
な
ど
の
文

字
が
並
び
ま
す
。
な
お
、こ
の
建
築
主
は
、

他
に
も
至
仏
山
荘
、
尾
瀬
沼
山
荘
、
東
電

小
屋
の
経
営
も
行
っ
て
い
る
東
京
電
力
の

子
会
社
で
す
。

３
． 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
②

　
　

 

外
来
種
対
策
―
最
優
先
課
題
で

あ
る
「
特
別
保
護
地
区
内
」
の

外
来
種
対
策
は
一
切
記
載
な
し

外
来
種
対
策
は
、
具
体
的
な
方
策
や

期
限
、
目
標
、
説
明
の
記
載
が
な
く
空
欄

で
す
。
２
０
２
３
年
の
参
加
者
19
名
を

２
０
２
６
年
は
63
名
と
表
記
し
て
い
ま
す

が
、
た
だ
数
値
を
引
き
上
げ
た
だ
け
に
も

感
じ
ま
す
。
最
優
先
課
題
で
あ
る
は
ず
の

「
特
別
保
護
地
区
」
に
繁
茂
し
て
い
る
外

来
植
物
の
除
去
に
つ
い
て
、
一
切
触
れ
な

い
の
は
何
故
な
の
で
し
ょ
う
か
。
第
４
次

尾
瀬
学
術
調
査
で
は
、
外
来
植
物
に
対
し

強
く
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

尾
瀬
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
に

接
す
る
車
道
周
辺
に
繁
茂
す
る
オ
オ
ハ
ン

ゴ
ン
ソ
ウ
、
ハ
ル
ザ
キ
ヤ
マ
ガ
ラ
シ
の
除

去
を
小
規
模
な
が
ら
継
続
的
に
行
っ
て
い

る
こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
特
別
保
護
地
内
に
侵

入
を
許
し
た
外
来
種
は
最
優
先
課
題
と
言

い
つ
つ
も
。
こ
れ
に
つ
い
て
触
れ
な
い
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
不
毛
な
計
画
書
と
断

じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

４
． 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
③

　
　

 

コ
ン
テ
ン
ツ
を
通
じ
た 

 
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
策
」

地
元
の
市
町
村
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

誘
致
策
に
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
致
に
有
効
な
策
と
見
な
さ
れ

る
と
観
光
庁
よ
り「
域
内
連
携
促
進
事
業
」

と
さ
れ
、
多
く
の
（
70
～
80
％
？
）
補
助

金
の
対
象
と
な
り
、
冬
期
に
ア
ヤ
メ
平
、

田
代
原
に「
圧
雪
車
」で
入
る
事
業
は「
域

内
連
携
促
進
事
業
」
に
認
定
さ
れ
た
よ
う

で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
一
人
当
た
り
の

消
費
金
額
は
、
約
６
万
円
で
１
６
０
名
の

見
込
み
と
、
消
費
拡
大
策
を
金
額
で
具
体

的
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
多
々
業

者
側
の
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
案
は
あ
り
ま
す

が
、
保
全
保
護
に
つ
い
て
は
実
効
性
の
な

い「
保
護
と
利
用
の
好
循
環
」企
画
で
す
。

５
．
沼
山
峠
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
改
修

　
　

 

既
存
デ
ッ
キ
の
改
修
、
休
憩
ス

ペ
ー
ス
の
拡
張
と
支
障
木
伐
採

尾
瀬
沼
山
峠
一
帯
は
特
別
天
然
記
念

物
（
文
化
財
保
護
法
）
で
あ
り
、
特
別
保

護
地
区
（
自
然
公
園
法
）
で
あ
り
、
法
的

に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
沼
山
峠
の
周

辺
は
、
奥
会
津
森
林
生
態
系
保
護
地
域
保

存
地
区
（
森
林
法
）
で
す
。

桧
枝
岐
村
が
主
張
し
て
い
る
「
沼
山
峠

よ
り
尾
瀬
沼
の
眺
望
を
良
く
す
る
た
め
の

修
景
伐
採
案
」
は
、
水
源
涵
養
保
安
林
指

定
の
国
有
林
で
あ
り
、
樹
種
は
オ
オ
シ
ラ

ビ
ソ
自
然
林
の
伐
採
で
す
。
環
境
保
全
団

体
の
反
対
も
あ
り
、
林
野
庁
（
関
東
森
林

管
理
局
）
は
認
め
な
か
っ
た
も
の
の
、
代

替
案
と
し
て
自
然
林
の
大
規
模
伐
採
は
せ

ず
に
、
沼
山
峠
に
階
段
状
に
ベ
ン
チ
を
設

置
し
て
、
眺
望
が
利
く
よ
う
改
修
工
事
を

行
う
、
と
決
ま
り
ま
し
た
。
地
元
の
新
聞

報
道
に
は
「
環
境
へ
の
配
慮
を
徹
底
し
て

工
事
す
る
。
樹
木
の
伐
採
は
一
本
の
み
に

と
ど
め
、
枝
打
ち
や
下
草
刈
り
を
最
小
限

に
す
る
。」
と
あ
る
も
の
の
、
果
た
し
て

経
年
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
注

視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
急
斜
面
の
法

面
に
、
新
た
な
階
段
状
の
人
工
物
を
設
置

す
れ
ば
、
土
砂
流
出
の
恐
れ
は
免
れ
な
い

で
す
。
沼
山
峠
か
ら
樹
木
が
邪
魔
を
し
て

尾
瀬
沼
が
見
え
づ
ら
い
と
い
う
理
由
の
伐

採
は
、
今
回
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
無
謀
な
要
求
が

再
燃
す
る
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
ま

す
。
村
の
目
的
が
沼
山
峠
か
ら
の
「
尾
瀬

沼
の
眺
望
」
で
あ
り
、
そ
の
邪
魔
な
樹
木

は
毎
年
成
長
す
る
か
ら
で
す
。

６
．
雑
感

策
定
さ
れ
た
「
利
用
行
動
計
画
」
の
内

容
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
、
消
費
単
価

の
向
上
（
宿
泊
料
の
大
幅
値
上
げ
）、
ま
た

物
珍
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
の
立
ち
上
げ
に
よ

る
「
営
業
利
益
」
貢
献
策
の
羅
列
に
見
え

ま
す
。
特
に
消
費
金
額
の
高
い
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
策
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

尾
瀬
は
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
り
、
特

別
保
護
地
区
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
結
の

湖
沼
で
す
。
明
確
に
保
全
保
護
が
法
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
国
立
公
園
で
す
。
そ
の
地

で
展
開
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
内
容
は
他
の
国
立

公
園
と
は
異
な
り
、
保
護
と
い
う
軸
足
が

前
提
で
あ
り
、
最
優
先
で
あ
り
、
環
境
に

深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化

― 

世
界
気
象
機
関
の
報
告
書
が
公

表
さ
れ
る
―

２
０
２
４
年
３
月
、
世
界
気
象
機
関

（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
は
、『
地
球
の
気
候
の
現
状

２
０
２
３
』
と
題
し
た
報
告
書
を
公
表
し

ま
し
た
。

同
報
告
書
は
、
２
０
２
３
年
の
平
均
気

温
が
観
測
史
上
過
去
最
高
を
記
録
し
た
こ

と
に
加
え
て
、
海
水
温
度
の
高
温
化
、
氷

河
の
後
退
、
南
極
の
海
氷
の
減
少
な
ど
も

記
録
を
更
新
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
深

刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｍ
Ｏ
事
務
局
長
は
、

こ
の
状
況
を
「
非
常
事
態
」
と
し
、
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
こ
の
『
地
球
の
気
候
の
現

状
２
０
２
３
』
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

（１） 

平
均
気
温
と
全
体
概
要

２
０
２
３
年
は
、
過
去
１
７
４
年
間
の

観
測
史
上
最
も
暑
い
年
と
な
り
、
世
界
の

平
均
気
温
は
、産
業
革
命
前
の
水
準
を
１
．

４
５
℃
上
回
り
ま
し
た
。

こ
の
10
年
間
は
、
観
測
史
上
最
も
温
暖

な
10
年
で
あ
り
、温
室
効
果
ガ
ス
レ
ベ
ル
、

地
表
温
度
、
海
洋
の
熱
と
酸
性
化
、
海
面

上
昇
、
南
極
の
海
氷
被
覆
、
氷
河
の
後
退

等
で
、最
悪
の
記
録
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

熱
波
、
洪
水
、
干
ば
つ
、
山
火
事
、
急

速
に
発
達
す
る
熱
帯
低
気
圧
は
、
悲
惨
さ

と
騒
乱
を
引
き
起
こ
し
、
何
百
万
人
も
の

コンテンツを通じた「インバウンド誘致策」
片品村 冬期に「圧雪車」とスノーシューを使った尾

瀬体験（アヤメ平、田代原へ）
「アジア圏を中心としたインバウンド誘客見込
み数 160 名×58,750 円」

片品観光協会 台湾 JTB とタイアップ、外国人アドバイザー
招聘

尾瀬小屋 インバウンド向けのジビエツアーとジビエ料
理、グルメ料理の継続

はびこる外来種の一例。鳩待峠は外来種の「る
つぼ」－バス券売場の足元に、尾瀬には元々い
なかったセイヨウタンポポとオオバコがしっか
りと根付いています
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多
大
な
負
荷
や
棄
損
の
恐
れ
の
あ
る
ビ
ジ

ネ
ス
内
容
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
こ
の
計
画
書
に
は
、
具
体
的
に

ビ
ジ
ネ
ス
の
環
境
負
荷
の
精
査
や
尾
瀬
の

水
質
保
全
や
生
物
多
様
性
を
軸
に
し
た
議

論
の
形
跡
も
な
く
、「
業
者
の
保
全
」
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
見
え
ま
す
。「
利
用

行
動
計
画
」
と
言
う
よ
り
、
レ
ジ
ャ
ー
ラ

ン
ド
化
改
造
計
画
に
見
え
る
の
は
筆
者
だ

け
で
し
ょ
う
か
。
過
去
に
起
こ
っ
た
ゴ
ミ

不
法
投
棄
の
未
処
理
案
件
で
す
ら
、
未
だ

に
話
し
合
い
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
寝
た

子
（
地
中
深
く
埋
め
た
不
法
投
棄
物
）
を

起
こ
さ
ぬ
ま
ま
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
致

策
と
売
上
げ
予
想
の
一
覧
で
は
、
ま
さ
に

い
つ
か
来
た
道
で
あ
り
、
悪
夢
の
工
程
表

で
す
。
保
護
が
優
先
な
の
は
自
明
の
理
で

あ
り
、
健
全
な
自
然
が
あ
っ
て
の
観
光
で

す
。
環
境
省
に
よ
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
あ
り
、
迫
り
く
る
尾

瀬
の
危
機
と
感
じ
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
も
、
こ
の
計
画
書
は
環

境
省
尾
瀬
国
立
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化

― 

世
界
気
象
機
関
の
報
告
書
が
公

表
さ
れ
る
―

２
０
２
４
年
３
月
、
世
界
気
象
機
関

（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
は
、『
地
球
の
気
候
の
現
状

２
０
２
３
』
と
題
し
た
報
告
書
を
公
表
し

ま
し
た
。

同
報
告
書
は
、
２
０
２
３
年
の
平
均
気

温
が
観
測
史
上
過
去
最
高
を
記
録
し
た
こ

と
に
加
え
て
、
海
水
温
度
の
高
温
化
、
氷

河
の
後
退
、
南
極
の
海
氷
の
減
少
な
ど
も

記
録
を
更
新
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
深

刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｍ
Ｏ
事
務
局
長
は
、

こ
の
状
況
を
「
非
常
事
態
」
と
し
、
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
こ
の
『
地
球
の
気
候
の
現

状
２
０
２
３
』
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

（１） 

平
均
気
温
と
全
体
概
要

２
０
２
３
年
は
、
過
去
１
７
４
年
間
の

観
測
史
上
最
も
暑
い
年
と
な
り
、
世
界
の

平
均
気
温
は
、産
業
革
命
前
の
水
準
を
１
．

４
５
℃
上
回
り
ま
し
た
。

こ
の
10
年
間
は
、
観
測
史
上
最
も
温
暖

な
10
年
で
あ
り
、温
室
効
果
ガ
ス
レ
ベ
ル
、

地
表
温
度
、
海
洋
の
熱
と
酸
性
化
、
海
面

上
昇
、
南
極
の
海
氷
被
覆
、
氷
河
の
後
退

等
で
、最
悪
の
記
録
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

熱
波
、
洪
水
、
干
ば
つ
、
山
火
事
、
急

速
に
発
達
す
る
熱
帯
低
気
圧
は
、
悲
惨
さ

と
騒
乱
を
引
き
起
こ
し
、
何
百
万
人
も
の

人
々
の
日
常
生
活
を
一
変
さ
せ
、
何
十
億

ド
ル
も
の
経
済
損
失
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

（２） 

前
例
の
な
い
海
洋
の
温
暖
化

２
０
２
３
年
の
海
水
温
度
は
、
過
去
65

年
間
で
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
に
は
世
界
の
海
の
90
％

以
上
が
熱
波
を
経
験
し
ま
し
た
。
海
洋
熱

は
大
西
洋
に
集
中
し
、
２
０
２
３
年
後
半

に
は
平
均
気
温
が
３
℃
上
昇
し
ま
し
た
。

海
水
温
の
上
昇
は
海
洋
生
態
系
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
多
く
の
魚
種
が
よ
り
低

い
海
水
温
を
求
め
て
北
上
し
た
こ
と
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

（３）  

過
去
最
低
と
な
っ
た
南
極
の
海

氷
面
積

南
極
の
海
氷
面
積
は
、
１
９
５
０
年
以

降
、
過
去
最
低
を
記
録
し
ま
し
た
。

冬
の
終
わ
り
の
最
大
面
積
は
、
前
年
の�

記
録
を
１
０
０
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
下�

回
っ
て
お
り
、
そ
の
減
少
規
模
は
フ
ラ
ン�

ス
、
ド
イ
ツ
を
合
わ
せ
た
面
積
に
匹
敵
す�

る
と
の
こ
と
で
す
。�

（４） 

氷
河
の
融
解

北
米
と
欧
州
で
の
極
端
な
融
解
を
背

景
に
、
１
９
５
０
年
以
降
で
氷
河
の
体
積

は
最
大
の
減
少
幅
を
記
録
し
ま
し
た
。
ス

イ
ス
の
氷
河
は
過
去
２
年
間
で
、
残
さ
れ

た
氷
河
の
堆
積
の
10
％
を
失
っ
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

（５） 

海
水
面
の
上
昇

氷
河
等
の
融
解
に
加
え
て
、
前
述
し

た
海
洋
熱
の
上
昇
に
よ
る
海
水
の
膨
張
に

よ
り
、
海
面
の
高
さ
は
、
過
去
30
年
間
で

年
平
均
３
．
３
４
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
（
30
年

間
合
計
で
約
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
上
昇

し
ま
し
た
。
特
に
、
１
９
９
３
年
か
ら

２
０
０
２
年
ま
で
の
年
平
均
が
２
．
１
３

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
上
昇
で
あ
っ
た
の
に

対
し
て
、
２
０
１
４
年
か
ら
２
０
２
３

年
ま
で
の
10
年
間
は
年
間
４
．
７
７
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
上
昇
と
、
上
昇
幅
は
２

倍
超
に
加
速
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

（６）  

世
界
気
象
機
関
（
Ｗ
Ｍ
Ｏ
）
に

よ
る
更
な
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

２
０
２
４
年
６
月
、
Ｗ
Ｍ
Ｏ
は
、
今
後

５
年
間
の
世
界
の
平
均
気
温
の
予
測
を
発

表
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
２
０
２
８
年

ま
で
の
世
界
の
平
均
気
温
は
、
産
業
革
命

前
に
比
べ
て
1.1
℃
か
ら
1.9
℃
高
く
な
る
と

予
測
し
ま
し
た
。

ま
た
、
５
年
以
内
に
平
均
気
温
が
産
業

革
命
前
に
比
べ
て
1.5
℃
以
上
上
昇
す
る
年

が
80
％
の
確
率
で
生
ず
る
と
も
予
測
し
て

い
ま
す
。
２
０
２
３
年
の
平
均
気
温
が
産

業
革
命
前
に
比
し
１
．
４
５
％
の
上
昇
で

し
た
の
で
、
更
に
最
悪
の
結
果
が
生
ず
る

と
予
測
し
て
い
ま
す
。

気
候
危
機
は
人
類
が
直
面
す
る
決
定
的

な
課
題
で
あ
り
、食
糧
不
安
や
人
口
移
動
、

生
物
多
様
性
の
損
失
の
増
大
な
ど
と
密
接

に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
世
界
中

の
英
知
を
結
集
し
て
、
地
球
温
暖
化
を
防

止
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

寝た子を起こすなと尾瀬関係者は言
うが・・・。　空き缶空きビンを地
中深く埋めたものの、豪雨で表土が
流され露呈しています
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２
０
２
２
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
・
吸
収
量
は
10
億
８
，
５
０
０
万

ト
ン
。
前
年
度
比
2.3
％
の
減
少

環
境
省
は
、
２
０
２
４
年
４
月
に
、

２
０
２
２
年
度
の
我
が
国
の
「
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
・
吸
収
量
（
確
報
値
）」
を
公

表
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
の
「
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
・
吸
収
量
」
は
10
億
８
，
５
０
０
万

ト
ン
（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）
と
な
り
、
前
年
度

比
2.3
％
（
２
，
５
１
０
万
ト
ン
）
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
我
が
国
が
基
準
と
す
る

２
０
１
３
年
度
の
排
出
量
14
億
７
０
０
万

ト
ン
（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）
と
比
較
す
る
と
、

２
２
．
９
％
の
減
少
で
し
し
た
。

排
出
量
自
体
は
、
11
億
３
，
５
０
０
万

ト
ン
と
前
年
度
比
2.5
％
（
２
，
８
６
９
万

ト
ン
）
の
減
少
で
、
過
去
33
年
間
で
最
低

値
を
記
録
し
ま
し
た
。

排
出
量
が
減
少
し
た
主
な
要
因
と
し

て
は
、
産
業
部
門
の
排
出
量
の
４
割
を
占

め
る
鉄
鋼
業
の
生
産
低
迷
や
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
急
騰
の
影
響
を
受
け
た
省
エ
ネ

行
動
の
強
化
、
暖
冬
等
が
影
響
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
２
０
２
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

に
伴
う
経
済
停
滞
も
続
い
て
お
り
、
こ
う

し
た
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
脱
炭
素
に
向

け
た
取
組
み
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
は

言
い
難
い
状
況
で
す
。

一
方
、
２
０
２
２
年
度
の
「
森
林
等

の
吸
収
源
対
策
に
よ
る
吸
収
量
」
は
５
，

０
２
０
万
ト
ン
で
、
前
年
度
比
6.4
％
削
減

減
少
し
ま
し
た
。
吸
収
量
が
減
少
し
た
要

因
と
し
て
は
、
人
工
林
が
高
齢
化
し
、
樹

木
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
が
鈍
化
し
た
こ
と
等

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
は
、
世
界
の
平
均
気
温
の

上
昇
を
1.5
度
に
抑
え
る
と
の
国
際
目
標

の
達
成
に
向
け
て
、
２
０
３
０
年
度
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
２
０
１
３

年
度
比
で
46
％
削
減
す
る
と
し
て
お
り
、

今
後
の
進
捗
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
す
。

古
屋
支
店
、清
水
建
設
㈱
北
陸
支
店
、(

医)

静
和
会
中
山
病
院
、
第
一
設
備
工
業
㈱
、

大
成
建
設
㈱
全
社
Ｅ
Ｍ
Ｓ
事
務
局
、
大
成

有
楽
不
動
産
㈱
、
太
陽
誘
電
モ
バ
イ
ル
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
、
タ
チ
バ
ナ
工
業
㈱
、「
小

さ
な
親
切｣

運
動
宮
城
県
本
部
、
デ
ン
タ

ル
プ
ロ
㈱
、
東
洋
熱
工
業
㈱
、
㈱
ト
ー
タ

ル
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ニ
ッ
パ
ツ
・

メ
ッ
ク
㈱
、
㈱
ハ
シ
モ
ト
、
橋
元
運
輸
㈱
、

日
立
建
機
労
働
組
合
本
社
支
部
、
富
士
通

㈱
、
富
士
通
㈱
事
業
推
進
統
括
部
計
画

部
、
富
士
通
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
㈱
、
㈱
松
村
組
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
㈱
、

リ
オ
ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
㈱
、
㈱
リ
ブ

ド
ゥ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

寄
付
協
力
者

（
3
月
16
日
～
6
月
15
日
敬
称
略
）

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
、佐
藤
将
治
、

山
陽
物
産
㈱
、㈱
乗
馬
ク
ラ
ブ
ク
レ
イ
ン
、

生
化
学
工
業
㈱
、幅
田
博
樹
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ベ
ン
ダ
ー
協
会
、
松
本
秀
勝
、
三
井
住

友
カ
ー
ド
㈱
、
森
口
修
、
山
本
和
広
、
ラ

サ
商
事
㈱
、
渡
邉
公
伸

使
用
済
み
切
手
等
協
力
者

（
3
月
16
日
～
6
月
15
日
敬
称
略
）

一
柳
清
美
、
奥
野
秀
美
、
佐
藤
雅
樹
、

洞
田
貫
ゆ
う
み
、
富
沢
千
代
、
中
泉
亜

紀
、
中
野
寿
人
、
平
山
壽
子
、
増
田
綾
子
、

匿
名同

法
人
・
団
体
協
力
者

（
3
月
16
日
～
6
月
15
日
敬
称
略
）

㈱
葵
商
店
、
安
藤
産
業
㈱
、
㈱
伊
予
銀
行

福
岡
支
店
、
イ
ン
フ
ォ
コ
ム
㈱
、
宇
佐
な

が
す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
㈱
エ
ヌ
エ
ー

シ
ー
、
㈱
エ
ム
・
シ
ー
・
ス
ク
エ
ア
、
大

阪
断
熱
㈱
、
㈱
奥
村
組
、
カ
ク
ケ
イ
㈱
、

柏
市
国
際
交
流
協
会
、
神
奈
川
少
年
友
の

会
、
木
島
法
律
事
務
所
、
共
和
食
品
㈱
、

コ
タ
㈱
、(

一
社)
埼
玉
県
環
境
検
査
研
究

協
会
、㈱
Ｊ
Ｍ
札
幌
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
㈱
、
清
水
建
設
㈱
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
本
部
、
清
水
建
設
㈱
名

使用済み切手等売上表
（3月16日～6月15日）

未使用テレホンカード 600 円

未使用／使用済み切手 153,270 円

未使用／書き損じハガキ 0 円

外国コイン＆紙幣 0 円

合　　　　　計 153,870 円

たくさんの使用済み切手など
ありがとうございました

事務局からのお願い
　全国の皆さま、いつも使用済
み切手などをお送り下さりあ
りがとうございます。
　当基金では、皆さまからお送
りいただいた「未使用／使用済
み切手」「未使用／書き損じハ
ガキ」「外国コイン＆紙幣」の
売上金を植林活動等に役立てて
います。引き続き、ご協力の
程お願いいたします。

1,407
1,295

63.1
60.1 58.8 59.5

59.0
54.1

52.1 53.6

1,259 1,242 1,227 1,183 1,152
1,090 1,110

50.2

1,085

（百万トンCO2換算）
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森林が温暖化防止に役立って
いることを示しています

我が国の温室効果ガス排出・吸収量の推移（2022年度確報値）

29101476 緑の地球新聞165号.indd   429101476 緑の地球新聞165号.indd   4 2024/06/24   10:17:112024/06/24   10:17:11


